
平成２６年１０月２８日 

消 費 ・ 安 全 局  植 物 防 疫 課    阿 部 清 文 

国の戦略、調査研究事業及び 
国内外の残留基準値比較の概要 

第20回 農作物病害虫防除フォーラム 講演 



１ ． 最 近 の 情 勢  

２．農産物輸出促進のための防除体系の確立について 

３．輸出相手国の残留農薬基準値の調査について 

本 日 の 講 演 内 容  



１ ． 最 近 の 情 勢  



・オールジャパンの輸出戦略を推進するため、
６月に創設する「輸出戦略実行委員会」を司令
塔とし、牛肉、茶、水産物等の分野について品
目別輸出団体を整備する。 



農 林 水 産 物 ・ 食 品 の 国 別 ・ 品 目 別 輸 出 戦 略  

平 成 ２ ５ 年 ８ 月 



日本食・食文化の発信と合わせ
た売り込み、健康性のＰＲなど 

【2012年】 

約4,500億円 

水産物 
1,700億円 

加工食品 
1,300億円 

コメ・コメ加工品 
130億円 

林産物 
120億円 

牛肉 
50億円 

青果物 
80億円 

花き 
80億円 

茶 
50億円 

【2020年】 

水産物 

3,500億円 

加工食品 

5,000億円 

コメ・コメ加工品 

600億円 

林産物 

250億円 

花き 

150億円 

牛肉 

250億円 

茶 

150億円 

１兆円 

青果物 

250億円 

国別・品目別輸出戦略 

ＥＵ、ロシア、米国 
など 

中間目標 

7,000億円 

【2016年】 

水産物 
2,600億円 

加工食品 
2,300億円 

ｺﾒ・ｺﾒ加工品 

280億円 

林産物 
190億円 

牛肉 
160億円 

青果物 
170億円 

花き 
135億円 

茶 
100億円 

農林水産物・食品の輸出額を 

2020年までに1兆円規模へ拡大 



 市場の状況に応じ、原発事故の影響の最小化を起点に、①相手国が求める認証・基準への対応や基準のハーモナイゼー
ション等の輸出環境の整備（ENTER）、②商流の確立支援（ESTABLISH）、③商流の拡大支援（EXPAND）の３つのＥ施策を集
中的に実施。 

2020年品目別・国別輸出額イメージ 

○ 農林水産物・食品輸出の方向性①：重点国・重点品目 

 日本「食」への支持を背景に、日本「食」の基軸となる食品・食材を、食市場の拡大が見込まれる国・地域へ輸出することに
より、2020年までに１兆円目標を達成。 

○ 農林水産物・食品輸出の方向性②：３Ｅｓ 

原発事故への
対応 

START 

○情報提供を始め、商談会、海外でのマッチングの場、各
種イベントへの支援等総合的なサポート体制を充実・強化
（ジェトロ等）  
○共同輸送・混載による物流費の抑制 

○産地間連携による日本の農林水産物を年間を通じて安
定的に供給できる体制を構築 

○農林漁業成長産業化 
 ファンド、Mａｄｅ BY Japan 
 との有機的な連携 

○相手国が求める認証・基準への対応・基準のハーモナ
イゼーション 
○規制等情報の提供 
○ハラール、GLOBAL G.A.P.等、世界の食市場において通
用する認証の取得に対し、十分かつきめ細やかに支援 

STEP1 

輸出環境の
整備 STEP2 

商流の確立 商流の拡大 
STEP３ 

３ 

○輸入規制措置の緩和・撤廃に向け
て、諸外国・地域に正確な情報を提
供した上で、科学的根拠に立った対
応を強く要請 
○海外メディア等の活用による日本
食の安全性のＰＲ  

１兆円 



輸 出 戦 略 実 行 委 員 会  



農 林 水 産 省 が 取 り 組 む 主 な 輸 出 促 進 対 策  

平成２７年度予算概算要求の概要：http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/pdf/27_youkyu.pdf 



１．日本再興戦略 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/sai
kou_jpn.pdf 

 

２．農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略 

http://www.maff.go.jp/e/export/kikaku/kunibetsu_hinmo
kubetsu_senryaku.html 

 

３．輸出戦略実行員会 

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_kikaku/26zi
kkou.html 

 

ホームページアドレス 



２．農産物輸出促進のための防除体系の確立について 



新たな防除体系の確立、実証 

  

・ 我が国には多様な病害虫が発生   
・ 緑茶など、西欧諸国にはない多様な農産物を生産するため、輸出先国で  
   登録のない農薬で防除 

農産物輸出促進のための防除体系の確立 
 

 

  

○ 輸出先国で登録のない農薬等の代替又は使用低減技術の確立 

輸出に向けた課題 

農産物輸出促進のため 

諸外国での輸
出の取組等を
収集 

主要品目で防除体系を確立 
 ・ 品目（りんご、緑茶、いちご、なし等） 

   ・   検討する内容（代替農薬の導入、既存農 
   薬の使用時期変更、天敵及びトラップ等） 

薬剤抵抗性病害虫の
発生産地で防除体系
の確立 

産地の取組例 
 

○静岡県等 
  → 安全安心・  

   輸出戦略（茶）
○青森県 
  → りんごの病   
   害虫防除対策 
 

輸出先国の規制
で、使用可能な農
薬は限定 

 
 

 

通常の栽培体系では、
登録のない農薬が検出
され輸出が困難 

  新たな防除体系の確立により、① 我が国農産物の海外への輸出促進、 
  ② 産地の病害虫被害の軽減 

我が国の病害虫防除を巡る状況 

 

広域な防除体系の
確立 
(フェロモンの導入、新た
な天敵調査、導入等) 

 



                   チャハマキ 
現 

 
状 

輸
出
対
応
型
の
防
除
体
系 

 
 
 

  農業の状況は各国で異なり、Ｅ

Ｕでは茶の栽培が無く、農薬残留
基準値が極めて厳しいため、輸
出に際しての大きな障壁となって
いる。 

輸出拡大！ 

防除体系の見直しによる我が国農産物の輸出促進（例） 

茶の防除体系 （従来より農薬40％減） 

       チャノコカクモンハマキ 

 ３月   ４月   ５月   ６月   7月   ８月   ９月   10月   11月 

                   チャハマキ 

  カンザワハダニ 

収穫 

       チャノキイロアザミウマ 

収穫 

輸 出 

代替技術の導入による防除体系の見直しと農薬使用の削減、代替 

ＥＵ 

   

病害虫の発生、防除時期 

   年間防除のうちＥＵの農薬残留基準値を超過する可能性があるもの 

交信攪乱剤、植生管理、粘着ﾄﾗｯﾌﾟ、防蛾灯などを代替技術として導入 

１ 輸出戦略品目には同様の病害虫が発生しており、新たな防除体系の活用期待 
２ 農薬の低減により､国内市場へもアピール可能 

日本と基準値が類似する米国並に、 
ＥＵ等へも輸出の増加が期待 単位 

（億円） 

世界の茶生産量 

茶の輸出目標(2020年) 現在50億→150億達成 

ＥＵ 

ＥＵをはじめ、世界の市場で緑茶の 
需要は高いが、輸出できない 

農薬残留基準値の比較 

 農薬 EU 日本 

Ａ 0.05 10 

Ｂ 0.02 50 

Ｃ 0.1 50 

単位 
：ppm 

Ａ農薬 

Ｂ農薬 

Ｂ農薬 Ｂ農薬 

Ｃ農薬 

Ｂ農薬 

Ｃ農薬 

色彩粘着ﾄﾗｯﾌﾟ 有色防蛾灯 交信攪乱剤 天敵の利活用 

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏ、ﾁｬﾊﾏｷの
防除 

ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆの防除 ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾐ゙ｳﾏの防除 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞの防除 

輸 出 



１ 事業期間：平成２６～２８年度 
２ 対応品目 
（１）生果実（りんご（有袋、無袋）、柑橘、なし及びいちご） 
（２）茶（煎茶、玉露、かぶせ茶及び抹茶） 
３ 輸出相手国 
（１）生果実（シンガポール、タイ、ベトナム、インドネシア、 

マレーシア、カナダ、米国、ＥＵ、ロシア、中東（ＵＡＥ、 
サウジアラビア、カタール、バーレーン、クウェート、 
オマーン）、台湾、香港） 

（２）茶（ＥＵ、ロシア、米国､香港、台湾、シンガポール） 

農産物輸出促進のための防除体系の確立 



３．輸出相手国の残留農薬基準値の調査について 



残留農薬基準値に関する情報 
http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/g_zanryuu/kijyunti.html 

茶(殺虫剤)

薬品名 有効成分 有効成分 種類 対象病害虫 希釈倍率
収穫前
日数

本剤 有効成分
日本
(ppm)

Codex
(ppm)

USA
(ppm)

EU
(ppm)

Hong
Kong
(ppm)

Russia
(ppm)

Singapore
(ppm)

Taiwan
(ppm)

Mr.ｼﾞｮｰｶｰ水和剤 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ20.0% silafluofen
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系
ﾍﾟﾚﾄﾘﾝ系

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾊﾏｷ、ﾁｬﾉﾎ
ｿｶﾞ、ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ、ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖ
ｺﾊﾞｲ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

2000 21 2 2 80 - - - - - - -

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ3.0% acrinathrin
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系
ﾍﾟﾚﾄﾘﾝ系

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、
ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ

1000 14 3 3 10 - - 0.05 - - - 2

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ
2000～
3000

ｺﾐｶﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ、ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒ 3000

ｱｸﾃﾘｯｸ乳剤 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ45.0%
pirimiphos-
methyl

有機ﾘﾝ系
ｺﾐｶﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ、ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾂﾏ
ｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒ

1000 7 1 1 10 - - 0.05 - 0.5 - 0.05

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ ｱﾊﾞﾒｸﾁﾝ1.8% abamectin
ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝ系
ﾐﾙﾍﾞﾏｲｼﾝ系

ﾁｬﾉﾅｶﾞｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳ
ﾏ、ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ、ﾁｬﾉ
ﾎｺﾘﾀﾞﾆ

1000 7 1 1 1 - 0.01 0.02 - - - -

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、
ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ

1000～
2000

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾊﾏｷ、ﾁｬﾉﾎ
ｿｶﾞ

1000

14

ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系thiamethoxamﾁｱﾒﾄｷｻﾑ10.0%

ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ水和剤 cypermethrinｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ6.0%
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系
ﾍﾟﾚﾄﾘﾝ系

ｱｸﾀﾗ顆粒水溶剤 1 20207 1

11 20 215

1

使用回数

20

0.5

20

15

20

-

20

15

-

-

注）日本の値に比べて輸出相手国の値が低い場合は赤色 2013/12/31 現在

掲載情報 
１ 重点品目：生果実（りんご、柑橘、なし）及び茶 
２ 輸出相手国 
（１）生果実（シンガポール、タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、カナダ、米国、ＥＵ、ロシア、中東（Ｕ

ＡＥ、サウジアラビア、カタール、バーレーン、クウェート、オマーン）、台湾、香港） 
（２）茶（ＥＵ、ロシア、米国､香港、台湾、シンガポール） 

３．輸出相手国の残留農薬基準値の調査について 


